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８
月
１
日
、
福
祉
職
業
等
紹
介
所
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
み
」
を
役

場
福
祉
課
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
町
な
ら
で
は
の
地
域
づ
く
り
の

展
開
と
し
て
、
障
害
者
や
ひ
き
こ
も
り
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
と
、
短
時
間
、
季

節
雇
用
を
含
め
た
町
内
事
業
者
と
の
就
労
支
援
、
ま
た
障
害
者
な
ど
の
社
会
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
人
一
人
の
潜
在
的
な
能

力
を
生
か
し
て
地
域
社
会
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
と
と
も
に
、
共
生
社
会
づ

く
り
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　

障
害
が
あ
る
こ
と
や
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

に
あ
る
こ
と
、
経
済
的
な
困
窮
な
ど
に
よ
り
、

生
活
の
し
づ
ら
さ
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
皆
さ
ん
の
多
く
が

「
少
し
で
も
自
分
が
で
き
る
仕
事
を
し
た
い
」、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
人
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、宿
泊
業
や
観
光
業
、農
林
水
産
業
と
い
っ

た
、
本
町
に
根
差
し
た
産
業
に
お
け
る
人
手

不
足
も
続
い
て
い
て
「
少
し
で
も
働
い
て
く

れ
る
人
が
い
れ
ば
助
か
る
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

　

今
月
か
ら
開
設
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
み
で
は
、
求
人
情
報
と
就
労
希
望

者
の
適
正
な
ど
を
考
慮
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
誰
も

が
生
き
生
き
と
、
自
発
的
な
活
動
を
す
る
た

め
の
「
発
着
所
（
駅
）」
に
な
る
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

一
人
一
人
が
地
域
と
つ
な
が
れ
る
よ
う
、
よ

り
よ
い
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
み

ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
み

新
た
な
地
域
づ
く
り
・
さ
ら
な
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て

新
た
な
地
域
づ
く
り
・
さ
ら
な
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て

香
美
町
福
祉
職
業
等
紹
介
所

香
美
町
福
祉
職
業
等
紹
介
所

障害者、ひきこもり者、
生活困窮者など 事業者

4.就労

3.見学、体験、面接

1.申し込み 2.相談、求人情報
提供、マッチング

求職情報提供、事
業者ニーズ把握

サポート 1.申し込み

アクティブステーション
かみ

障害者、ひきこもり者、
生活困窮者など

3.参加 社会活動
募集者

1.申し込み
2.社会活動募
集情報提供

サポート

社会活動
ニーズ把握

1.申し込み

アクティブステーション
かみ

障害者等就労サポーター障害者等就労サポーター

橋本　橋本　隆隆
たか な りた か な り

成成

▲関係図（就労支援） ▲関係図（社会活動参加支援）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課
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①
郵
便
に
よ
る
申
請

　

通
知
カ
ー
ド
に
付
属
の
「
交
付
申
請
書
」

部
分
を
切
り
離
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

顔
写
真
を
貼
付
し
て
、
申
請
書
送
付
用
封
筒

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
を
証

明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
確
認
の
際
の

身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
る
便
利
な

カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
税
の
電
子
申
告
（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
）
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
使
用
で
き
、
交
付
手
数

料
は
無
料
で
す
。

に
入
れ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
際
に
同
封
さ
れ
て

い
た
申
請
書
送
付
用
封
筒
の
有
効
期
限
が
、

平
成
29
年
10
月
４
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
令
和
４
年
５
月
31
日
ま
で
延
長
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
、
申
請
用
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
案
内
に

従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、
顔
写
真
を
添

付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

③
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機
か
ら

　

申
請
可
能
な
証
明
用
写
真
機
に
、
交
付
申

請
書
を
持
参
し
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か
ら
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
申
請
」
を
選
択
。
撮
影
用
の

お
金
を
入
れ
て
、
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
し
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項
を
入
力
し
、

顔
写
真
を
撮
影
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、

住
所
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
、
交
付

申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
役
場
町
民

課
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
に
な

る
大
切
な
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
本
人
に
受

け
取
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
（
入
所
）
や
身
体
の
障
害
（
歩
行
が
困
難
）

な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
代
理
人
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

交
付
日
時
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
交
付

通
知
書
」
を
申
請
者
の
住
所
に
送
付
し
ま

す
。

② 

交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
住
基
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
の
み
）
を
ご
持
参
の
う

え
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
必

ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

③ 

窓
口
で
本
人
確
認
、
暗
証
番
号
の
設
定
を

し
て
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　

※ 

15
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
な
ど
が
同
行

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※ 

受
け
取
り
時
間
は
平
日
の
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
で
す
。（
予
約
に
よ
り
時
間

外
交
付
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
方
法
に
つ
い
て

受
取
方
法
に
つ
い
て

受
取
方
法
に
つ
い
て

代
理
受
領
に
つ
い
て

代
理
受
領
に
つ
い
て

▲個人番号カード交付申請書（表面）

▲個人番号カード（表面）
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鳥取県若桜町を訪問

香住高校水族館

矢田川まつり

　長年通行止であった小代区秋岡と鳥取県八頭郡若

桜町を結ぶ国道 482 号が 5月末に開通したことに

より行われた近隣地視察研修で、小代区自治会が若

桜町のつく米地区を 6月 27日に訪問しました。

　一行はつく米神社を視察。この建物は小代区茅野

の大工が建てたことや安産祈願の神社として知られ

ているため小代からも多数の参拝があったことなど

が話題になり、交流を深めました。

　つく米自治会の山根順
じゅん

会長は「今後、つく米地

区で行事をする際には皆さんをご案内します」と訪

問を歓迎し、小代区自治会の田村正明会長も「これ

をきっかけとして、関係を深めたい」と両地域の強

い結びつきに期待していました。

　7月 6 日、香住高校水族館が海洋科学科アクア

コースの生徒によって開催され、タッチプールや釣

り体験などで訪れた約 400 人を楽しませました。

　この日は「ボトルアクアリウム」といわれる、瓶

に砂と水草を入れ、シーグラスなどで飾り付けをし

てエビなどの生物を入れた小さな水槽づくりも行わ

れ、挑戦した膳所ハルヒちゃんは「とってもわくわ

くした。エビは前にここでもらったメダカと一緒に

育てたい」と心を踊らせていました。

　同コース 2年生の南隼人さんは「アクアリウム

づくりを楽しんでもらった上で、水草が酸素を出し、

エビが呼吸していることなど、生命の循環を知って

もらえれば」と熱心に語ってくれました。

　7月 6日、地域の活性化と自然との共生を考える

ことを目的として、道の駅「あゆの里矢田川」近く

の大
おお な る

平公園河川敷で矢田川まつりが開催されました。

　祭りは、よさこいソーラン川会レディースの踊り

でスタートしました。環境作文発表では、射添小学

校 6年生の児童 7人が、矢田川のアユの減少は川

がごみで汚染されていることが原因であると考察。

「ごみを減らすように努力し、ごみをひろう日を作

りましょう」と参加者に呼びかけました。

　また、ヤマメの放流やビンゴ大会なども行われた

ほかアマゴの塩焼きやイカ焼きなどのバザーも出店

され、多くの家族連れで盛り上がりました。

▲昔から小代の人々に参拝されるつく米神社で握手をする山根会長と田村会長

▲ボトルアクアリウムの作り方をやさしく指導する香住高校の生徒

▲ごみを減らすことの大切さ発表する射添小学校 6年生の児童


















